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平成 5年度漁海況予報事業 

 

 徳島県沿岸および沖合海況と回遊性重要魚種の来遊,漁場形成との関係を調べるため海洋観測を実施

し,漁船漁業の効率的な操業,経営の合理化および漁況予報精度の向上に資するため,漁海況予報事業を

実施してきたので,その概要を報告する。 

 

1  定線海況調査 

 

宮本孝則・濱 誠祐・井元栄治 

蛇目 勲・阿部久一・楠本輝一 

木下雅雄・乃一啓伺・小島 博 

 

 

 

 紀伊水道,海部沿岸および海部沖合の 3海域において海洋観測を実施し,黒潮分枝流および内海系水の

動向,水温・塩分および浅海定線特殊項目の推移について前年度に引き続き調査を行った。その概要は次

のとおりであった。 

 

調査方法 

調査期間：平成 5 年 4 月～平成 6 年 3 月の間に原則として月 1 回実施した。なお,平成 6 年 1 月は調

査船が中間検査のため欠測した。 

調査定線：図 1参照 

      浅海定線（ナ－セ－2,コード No.402,紀伊水道海区）21定点 

      沿岸定線（ナ－2－2,コード No.404,海部沿岸海区）18 定点 

      沿岸定線（ナ－2－3,コード No.405,海部沖合海区）17 定点 

調 査 船：漁業調査船「とくしま」（鋼船 67トン） 

調査内容：（1） 一般項目調査：一般気象および海象,水温,塩分,水色,透明度・流況（GEK およびド

ップラー流向流速計で測流）,魚群量調査 

      （2） 特殊項目調査：DO,濁度,COD,PO4－P,NH4－N,NO2-N,NO3－N（浅海定線 15 定点におい

て 5,8,11,2 月の年 4回実施） 
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図 1 浅海,沿岸定線調査定数 

 

調査結果 

1  海況の推移 

  各海区の観測日は表 1のとおりであった。 

 

表 1 各海域の観測日 

 

 

  1）黒潮分枝流および内海系水の動向 

   ア 4 月 

  紀伊水道外域中央以東より分枝流の差し込みがあり,海部沿岸海区下灘郵 16～18℃の外海系水に覆

われ,0.2～0.7 ノットの上り潮（北東～東流）が観測された。上灘域の極沿岸では内海系水の南下が
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牟岐大島付近までみられた。 

   イ 5 月 

  分枝流は紀南側より波及し,左旋流を形成して,海部沿岸海区では上灘域の極沿岸を除き 17～20℃

の暖水に覆われ,0.2～0.7 ノットの向岸流であった。しかし,水道内への外海系水の流入は認められな

かった。また,内海系水は日和佐南西 5マイル付近までの南下がみられた。 

   ウ 6 月 

  5 月同様,紀南側からの分枝流により 20～21℃の暖水の差し込みが海部沿岸海区を覆い,左旋流を形

成していた模様で,0.3～1.0 ノットの流れを観測した。また,内海系水は由岐沖南 2～3 マイル付近ま

での南下がみられた。 

  エ 7 月 

  紀伊水道海区および海部沿岸海区への分枝流による外海系水の差し込みが認められず,両海区とも

降雨の影響を強く受け,河川水との混合水であり,水道内は 0.2～0.7 ノットの南下流,海部沿岸海区は

0.2～0.5 ノットの下り潮（南西流）として観測された。透明度および水色ともに悪かった。 

   オ 8 月 

 7 月同様,紀伊水道海区および海部沿岸海区では分枝流による外海系水の差し込みが認められず水

道内,海部沿岸海区上灘域では降雨量が多いために河川水（吉野川,那賀川）の流出が強く,この河川

水を含む内海系水の南下は日和佐南東 10 マイル付近までみられた。各海区とも海水と淡水の混合水

が支配的であった。流れは 0.3～1.5 ノットの南下流を観測した。 

   カ 9 月 

  紀南側より波及した分枝流は左旋流を形成して,水道入口中央付近で潮堺を形成し,水道内への流入

は認められなかった。海部沿岸海区の牟岐大島沖では 0.8～1.1 ノットの向岸流（北西流）を観測し

たが,顕著な外海系水は認められなかった。また,内海系水は由岐沖南東 10 マイル付近まで南下がみ

られた。 

   キ 10 月 

  紀南側から波及した分枝流は左旋流を形成し,水道内への流入は認められなかった。海部沿岸海区の

由岐沖南東距岸 5 マイル付近から下灘海域距岸 5～10 マイル沖では 25℃台の暖水に覆われ,0.3～0.6

ノットの下り潮（北西～西南西流）であった。また,内海系水は蒲生田岬沖南東 12 マイル付近までと,

極沿岸沿いに浅川沖 3マイル付近まで南下がみられた。 

   ク 11 月 

  紀伊水道外域中央以西から波及した分枝流は弱く,23～24℃台の暖水の差し込みが海部沿岸海区下

灘域にあった。分枝流は上灘域および水道内まで達せず,上灘域では内海系水の影響が強く,0.2～0.7

ノットの下り潮（南西～南流）であった。 

   ケ 12 月 

  紀伊水道外域中央以西から波及した分枝流は右旋流を形成し,海部沿岸海区は 0.4～1.0 ノットの上

り潮（北～東流）であったが,水道内への流入は認められなかった。また,内海系水は沿岸沿いに日和
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佐南 3～4マイル付近まで南下がみられた。 

   コ 2 月 

  紀伊水道外域中央以西から波及した分枝流は,上灘域のごく沿岸を除く海部沿岸海区を覆い,その流

れは 0.2～0.9 ノットの上り潮（北～東流）であった。分枝流の水道内への流入は認められず,一方,

日和佐南西距岸 2～3マイル付近まで内海系水の南下がみられた。 

   サ 3 月 

  前月同様,紀伊水道外域中央以西から波及した分枝流は 16～17℃の暖水として海部沿岸海区の下灘

域へ差し込み,牟岐大島付近では 0.2～0.8 ノットの上り潮（北北東～東北東）であった。水道入口の

日の御崎地先では 15℃の水温が観測されたが,水道内への流入は認められなかった。一方,内海系水は

蒲生田岬南東 12マイル付近から西寄りに由岐沖まで南下がみられた。 

 

 2）水温・塩分の推移 

 各海区の水層毎の平均水温・塩分の推移を図 2－1～3に示した。紀伊水道海区の水温は平年に比べ

0 および 10m 層では 4 月以降低め傾向に推移し,8 月にはかなり低めとなったが,11 月以降平年並に回

復した。50m 層は 6 月まではほぼ平年並に推移し,7,8 月は表層と同様に低め～かなり低めとなった

が,9 月以降は高め傾向に転じた。塩分は 0および 10m 層では 6月までは平年並～やや高めに推移した

が,7 月以降低め～かなり低めとなり,3月まで低め傾向に推移した。50m 層では 8月まで平年並～やや

高めであったが,9 月以降は低め傾向に推移した。 

 海部沿岸海区の 0 および 10m 層の水温はほぼ同様に推移し,10 月までは低め傾向で,特に 7～9 月は

低めに推移したが,11 月以降はほぼ平年並となった。50 および 100m 層は 6 月までは平年並,7,8 月は

低め～かなり低め,9,10 月は高め～かなり高め,11 月以降ほぼ平年並となった。0および 10m 層の塩分

は6月まではやや高めに推移したが,7月以降低め傾向に転じ,特に7～9月は低め～かなり低めとなっ

た。50 および 100m 層では 7 月までは高め基調の平年並,8～10 月は平年並～やや低めとなり,11 月以

降はほぼ平年並に推移した。 

  海部沖合海区の水温は 0m 層では 4 月にやや高めであった以外は平年並～やや低めに推移こした。

50,100および200m層はそれぞれほぼ同様の推移を示し,6月までは平年並,7月は低め～かなり低めと

なり,8 月以降は高め基調に転じた。特に 10 月の 100m 層はかなり高めとなっていた。塩分は 0m 層で

は 6 月まで平年並～やや高めであったが,7 月以降低め傾向に転じ,50m 層は 8 月にやや低めであった

以外は,平年並～やや高めに推移した。また,100 および 200m 層は,年間を通じてほぼ平年並に推移し

た。なお,海部沖合海区の 12 月の観測は荒天による欠測が多く,データ数が少ないため,年変動を明ら

かにできなかった。 
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図 2－1 紀伊水道海域の 0,10,50m 層の    図 2－2 海部沿岸海域の 0,10,50,100m 層の 

平均水温・塩分の推移            平均水温・塩分の推移 

本年値：平成 5年 4 月～平成 6年 3 月         本年値：平成 5年 4 月～平成 6年 3 月 

平均値：1968～1992 年平均              平均値：1968～1992 年平均 
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図 2－3 海部沖合海域の 0,50,100,200m 層の平均水温・塩分の推移 

   本年値：平成 5年 4 月～平成 6年 3 月 

    平年値：1968～1992 年平均 

 



－7－ 

 3）浅海定線特殊項目 

  紀伊水道海区の 15点で行った各特殊項目について表・底層の本年値および平年値を図 3に示した。

DO％は表・底層とも平年並～やや低めで,濁度は 8月の表層でかなり高め,底層で低めであった以外は

表・底層ともにほぼ平年並となった。COD は表・底層とも今期を通じて高めに推移した。PO4-P は表・

底層とも 5 および 8 月はほぼ平年並,11 および 2 月はやや低め～低めとなった。DIN は表層では 5 お

よび 11 月は平年並,8 月はかなり高め,2 月は低めとなった。底層ではやや高めであった 8 月を除き,

やや低めに推移した。 
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2 プランクトン調査 

 

楠本 輝一・宮本 孝則・濱  誠祐 

井元 栄治・蛇目  勲・阿部 久一 

木下 雅雄・乃一 啓伺・小島  博 

 

 

 

 水塊の指標として,また,魚類の 料生物として重要な地位を占めるプランクトンの出現状況を把握す

るために,紀伊水道,海部沿岸および海部沖合の 3 海域において前年度に引き続き,丸特ネットによるプ

ランクトン採集調査を行った。その概要は次のとおりであった。 

 

調査方法 

調査期間：平成 5 年 4 月～平成 6 年 3 月の間に原則として月 1 回実施した。なお,平成 6 年 1 月は調

査船が中間検査のため欠測した。 

調査定線：図 4参照 

調 査 船：漁業調査船「とくしま」（鋼船 67トン） 

調査内容：プランクトン採集（丸特ネット鉛直曳） 

   

図 4 丸特・丸稚ネット採集点 
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調査結果 

  調査海域は紀伊水道,海部沿岸および海部沖合の 3海域で,採集点を図 4に,採集標本数を表 2に,海

域・月別 1曳網当たりのプランクトンの出現数を表 3－1～3にそれぞれ示した。 

  紀伊水道海域において,4 月は Chaetoceros sp.が最も多く出現し,次いで Skeletonema costatum,5

月は Noctiluca scintillans,6～8 月は Coscinodiscus wailesii,9 月は Trichodesmium thiebauti,12

月は Thalassiosira Subtilis,2 月は Coscinodiscus wailessi,次いで Eucampia zoodiacus,3 月は

Chaetoceros sp.が優占種であった。春期には前年度出現数の少なかった Chaetoceros sp.が卓越し,

夏期では前年度の秋冬季に多く見られた Coscinodiscus wailessi が卓越した。また,10 および 11 月

には 1曳網当たり 10,000 個体を越える種がなく,全体的に出現数が著しく減少した。海部沿岸海域に

おいては,4 月は Chaetoceros sp.が最も多く出現し,次いで Skeletonema costatum,5,6 および 8～12

月は Trichodesmium thibauti,7 および 2 月は Coscinodiscus wailessi,3 月は Chaetoceros sp.が多

く出現した。これらは前年度に類似した傾向を示した。海部沖合海域においては,4月は Chaetoceros 

sp.,5～9 および 11 月は Trichodesmium thiebauti,10 月は Skeletonema costatum,12 および 2 月は

Thalassiosira subtilis,3 月は Chaetoseros sp.が多く出現し,前年度に類似した傾向を示した。全

体的にみると,今年は前年度出現数の少なかった Chaetoceros sp.が 3 海域とも 4および 3月に卓越し

た。次に表 4－1～3に海域・St.別 1曳網当たりの出現数を示した。紀伊水道海域では,Coscinodiscus 

wailessi が全域で多く出現し,Eucampia, zoodiacus が沿岸域,Trichodesmium thiebauti が水道

口,Chaetoceros sp.が水道口および水道内の東部で多く出現した。海部沿岸海域では,Chaetoceros sp.

および Trichodesmium thiebauti が全域で多く出現し,Bacteriastrum sp.および Thalassiosira 

subtilis が下灘,Coscinodiscus wailesii および Nitzschia seriata が上灘沿岸域,Skeletoma 

costatum が上灘の沖側で多く出現した。海部沖合海域では,Skeletonema costatum,Coscinodiscus 

wailessi および Thalassionema nitzschioides が上灘沿岸域,Chaetoceros sp.および Bacteriastrum 

sp.が沿岸域,Trichodesmium thiebauti が沖側で多く出現した。 

  次に Copepoda について海域・月別 1曳網当たりの数を表 5－1～3に示した。紀伊水道海域では不明

種を含め 50種採集され,Paracalanus parvus（2月に卓越）,Calanus sinicus（4～6 月に卓越）が周

年にわたり多数出現し,Clausocalanus spp., Tortanus discaudatus, Oithona spp.および Corycaeus 

spp.も周年出現した。また,特定の月に卓越した種として,7 月の Corycaeus spp.,10 月の Eucalanus 

subcrassus,3 月の Acaritia omoriji が挙げられる。海部沿岸海域では不明種を含め 50 種採集さ

れ,Calanus sinicus の幼生（6および 3月に卓越）,Paracalanus parvus（2月に卓越）,Clausocalanus 

spp.（11 および 12月に卓越）,Oithona spp.（4および 5月に卓越）,Oncaea spp.（10 月に卓越）お

よび Corycaeus spp.（7 月に卓越）が周年にわたり比較的多く出現した。また,9 月には Eucalanus 

subcrassus が多くみられた。海部沖合海域では不明種を含め 48 種が採集され,Calanus sinicus の幼

生（4 および 5 月に卓越）,Paracalanus parvus（12 および 2 月に卓越）,Oithona spp.（6 および 3

月に卓越）および Oncaea spp.（8～11 月に卓越）が周年多く出現し,また,Clausocalanus spp.およ

び Corycaeus spp.も周年出現しており,海部沿岸海域とほぼ同様の傾向を示した。次に表 6－1～3 に
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Copepoda の海域・St.別 1曳網当たりの数を示した。紀伊水道海域では,Calanus sinicus, Paracalanus 

parvus および Corycaeus spp.が全域で,Clausocalanus spp., Oithona spp.および Oncaea spp.が水

道口および水道内の東部にそれぞれ多くみられ,Centropages yamadai は沿岸域に出現する傾向がみら

れた。海部沿岸海域では,Paracalanus parvus, Clausocalanus spp.,Oncaea spp.および Corycaeus spp.

が全域で多く出現し,Calanus sinicus の幼生および Eucalanus subcrassus が沿岸域および上灘に多

くみられた。また,Temora turbinata および Acartia omoriji は上灘沿岸域に出現する傾向がみられ

た。海部沖合海域では,Clausocalanus spp.および Oncaea spp.が全域で比較的多くみられ,Calanus 

sinicus の幼生,Paracalanus parvus, Temora turbinata および Corycaeus spp.が沿岸域に比較的多

く出現する傾向がみられた。 

 

表 2 丸特ネット採集物標本数 
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表 3－1 紀伊水道月別プランクトン数 (×100cells/曳網） ＋：100＞＞10 Ｒ：＜10 

 

紀伊水道 
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表 3－2 海部沿岸月別プランクトン数 (×100cells/曳網） ＋：100＞＞10 Ｒ：＜10 

 

海部沿岸 
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表 3－3 海部沖合月別プランクトン数 (×100cells/曳網） ＋：100＞＞10 Ｒ：＜10 

 

 沖合域 
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表 4－1 紀伊水道 St.別プランクトン数 (×100cells/曳） ＋：100＞＞10 Ｒ：＜10 

紀伊水道 
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表 4－2 海部沿岸 St.別プランクトン数 (×100cells/曳網） ＋：100＞＞10 Ｒ：＜10 

  海部沿岸 
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表 4－3 海部沖合 St.別プランクトン数 (×100cells/曳網） ＋：100＞＞10 Ｒ：＜10 

  

 沖合域 
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表 5－1 紀伊水道月別 Copepoda 数 (×10cells/曳網） ＋：＜10 

 

紀伊水道 
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表 5－2 海部沿岸月別 Copepoda 数 (×10cells/曳網） ＋：＜10 

 

  海部沿岸 
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表 5－3 海部沖合月別 Copepoda 数 (×10cells/曳網） ＋：＜10 

 

  海部沖合 
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表 6－1 紀伊水道 St.別 Copepoda 数 (×10cells/曳網） ＋：＜10 

 

紀伊水道 
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表 6－2 海部沿岸 St.別 Copepoda 数 (×10cells/曳網） ＋：＜10 

 

  海部沿岸 
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表 6－3 海部沖合 St.別 Copepoda 数 (×10cells/曳網） ＋：＜10 

 

海部沖合 
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3 魚卵稚仔調査 

 

乃一 啓伺・宮本 孝則・濱  誠祐 

井元 栄治・蛇目  勲・阿部 久一 

楠本 輝一・木下 雅雄・小島  博 

 

 

 

 本県沿岸域における魚卵稚仔の出現状況を把握するために,前年度に引き続き調査を行った。その概要

は次のとおりであった。 

 

調査方法 

調査期間：平成 5 年 4 月～平成 6 年 3 月の間に原則として月 1 回実施した。なお,平成 6 年 1 月は調

査船が中間検査のため欠測した。 

調査定線：図 4参照 

調 査 船：漁業調査船「とくしま」（鋼船 67トン） 

調査内容：魚卵稚仔採集（丸稚ネット,船速 4ノットで表層 2.5 分水平曳） 

 

調査結果 

  採集点を図 4に示した。 

  1）カタクチイワシ卵 

  紀伊水道海域では 4,5 および 7～9月に計 941 粒（前年度 1,814 粒）採集され,最高は 9月の 716 粒

で,本年度の 76.1％を占めた。本年度の 1 曳網当たりの採集数は平年の 40.9％,前年度の 56.6％と低

水準であった。 

  海部沿岸海域では 9,11 および 12月を除いた各月に計 9,128 粒（前年度 30,041 粒）採集され,最高

は 8月の 5,713 粒で本年度の 62.6％を占めた。本年度の 1曳網当たりの採集数は平年の 12.96 倍と多

かったが,前年度と比較すると 33.1％に減少した。 

  2）マイワシ卵 

  紀伊水道海域では 4,2 および 3月に計 562 粒（前年度 108 粒）採集され,最高は 2月の 372 粒で本年

度の66.2％を占めた。1曳網当たりの採集数は平年の1.30倍と若干増加し,前年度と比較すると約5.7

倍と急増した。 

  海部沿岸海域では 4,12,2 および 3 月に計 909 粒（前年度 4,798 粒）が採集され,最高は 3 月の 677

粒で本年度の 74.5％を占めた。1曳網当たりの採集数は平年の 41.3％,前年度の 20.7％と低水準であ

った。 
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3）ウルメイワシ卵 

  紀伊水道海域では 7,2 および 3月に計 134 粒（前年度 161 粒）採集され,1 曳網当たりの採集数は平

年の 108.9％,前年度の 91.0％とほぼ平年,前年度並に推移した。 

  海部沿岸海域では 4,5,11,12,2 および 3月に計 642 粒（前年度 593 粒）採集され,最高は 3月の 363

粒で本年度の 56.5％を占めた。1 曳網当たりの採集数は平年の 1.78 倍,前年度の 1.18 倍と若干の増

加がみられた。 

  4）アジ類卵 

  紀伊水道海域では 5および 7月に計 6粒（前年度 6粒）の採集があった。 

  海部沿岸海域では 2月に計 1粒（前年度 2粒）採集され,1 曳網当たりの採集数は前年度の 66.7％で

あった。 

  5）タチウオ卵 

  紀伊水道海域では 4～6および 9～11月に計 37 粒（前年度 50粒）採集され,最高は 10月の 13粒で

本年度の 35.1％を占めた。1曳網当たりの採集数は前年度の 80.7％と若干減少した。 

  海部沿岸海域では 4～6および 10～12 月に計 36粒（前年度 639 粒）採集され,最高は 11 月の 16粒

で本年度の 44.4％を占めた。1曳網当たりの採集数は前年度の 6.2％と激減した。 

 

4 漁況調査 

 

宮本 孝則・小島 博 

 

 

 

 紀伊水道海域および海部沿岸海域における重要魚類資源の漁獲動向を把握するために,前年度に引き

続き調査を実施した。その概要は次のとおりであった。 

 なお,本調査では関係漁業協同組合の職員の方々に多大な協力を頂いた。記して深く謝意を表する。 

 

調査方法 

調査期間：平成 5年 4月～平成 6年 3月 

調査内容：紀伊水道海域で 2,海部沿岸海域で 6 の計 8 標本漁協から重要魚類の日,漁法および銘柄別

漁獲量について聞き取り調査を行った。 

 

調査結果 

  8 標本漁協から聞き取りした結果の概要は次のとおりであった。月別主要魚種漁獲量の推移を図 5

－1～8に示した。 
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1）シラス 

  パッチ網による春期の漁獲は紀伊水道海域では不調,海部沿岸海域では比較的好調に始まった。紀伊

水道では 6,7 月にやや持ち直したものの,8,9 月には例年の 39％に留まり,再び低迷した。年間漁獲量

は 2,834 トンで前年の 75％,例年の 79％であった。 

 2）カタクチイワシ 

 海部沿岸海域における小型定置網での漁獲が 6月上旬にやや上向いたものの,全般に低迷し,年間漁

獲量は 94トンで前年の 70％,例年の 10％であった。 

 3）マイワシ 

 海部沿岸海域における小型定置網での漁獲は,中羽群を中心に比較的好調で,年間漁獲量は 756 トン。

これは前年の 1.2 倍,例年の 77％である。 

 4）ウルメイワシ 

 海部沿岸海域における小型定置網での漁獲は,初夏の頃は前年の 60％程度に推移したが,8月に例年

の24倍にもおよぶ大羽群中心の漁獲があり,年間漁獲量は344トンで,これは前年の3.1倍,例年の8.5

倍。 

5）アジ類 

 春先より豆アジ（主としてマアジの当歳魚）が大型,小型定置網ともに多く,また,7月中旬の焚入網

でも前年の 53 倍と多く漁獲され,年間漁獲量は 704 トン。これは前年の 2.2 倍,例年の 2.3 倍。 

 6）サバ類 

 前年4,5月に目立った大型定置網による漁獲がほとんどなく,上半期はやや低調に推移したが,12月

の延縄で例年の約 4 倍にあたるまとまった漁獲があり,年間漁獲量は 74 トンで前年の 2.3 倍,例年の

1.6 倍。 

 7）ブリ 

 上半期は 4月頃に定置網に入網するブリおよび 8月頃からみられるメジロの水揚げがほとんどなく,

前年,例年をかなり下回ったが,11 月にまとまった漁があり,年間漁獲量は 74 トンで前年の 1.1 倍,例

年の 67％であった。 

 8）タチウオ 

1986 年以降の増加傾向が継続し,年間漁獲量は 561 トン。これはほぼ前年並であるが,例年と比較す

ると 2.2 倍の好漁であった。 
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図 5－1 月別シラス漁獲量の推移 

    平均：1977～1992 年平均 

 

   

図 5－2 月別カタクチイワシ漁獲量の推移 

    平均：1977～1992 年平均 

 

   

図 5－3 月別マイワシ漁獲量の推移 

    平均：1977～1992 年平均 
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図 5－4 月別ウルメイワシ漁獲量の推移 

    平均：1977～1992 年平均 

 

   

図 5－5 月別アジ類漁獲量の推移 

    平均：1977～1992 年平均 

   

図 5－6 月別サバ類漁獲量の推移 

    平均：1977～1992 年平均 
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図 5－7 月別ブリ漁獲量の推移 

    平均：1977～1992 年平均 

 

   

図 5－8 月別タチウオ漁獲量の推移 

    平均：1977～1992 年平均 

 

 

5 モジャコ漁場一斉調査 

 

濱 誠祐・井元栄治・蛇目 勲 

阿部久一・楠本輝－・木下雅雄 

乃一啓伺・小島 博・宮本孝則 

 

 

 

 モジャコ漁業解禁に先立ち,流れ藻およびモジャコの来遊状況,漁場環境について前年度に引き続き調

査を実施し,調査結果を関係機関に広報した。その概要は次のとおりであった。 
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調査方法 

調査期間：平成 5年 4月 14～16 日（3日間） 

調査定線：図 6－1参照 

調 査 船：漁業調査船「とくしま」（鋼船 67トン） 

調査内容：（1）表面水温,流況および潮境の観察 

      （2）流れ藻標識放流および流れ藻分布状況 

      （3）採集方法：すくい網（1.0×0.5m） 

 

調査結果 

 1）海況；四国沖での黒潮主軸は足 岬南 20 マイル,室戸岬南 35 マイル,潮岬南東 35 マイルに位置

し,表面水温は 20℃台である。そして,この黒潮主軸は潮岬の南東 35マイルから南東に向かい,遠州灘

沖の冷水渦を迂回している（海洋速報参照,海上保安庁,観測期間 4月 1日～4月 14 日）。 

  4 月 14～16 日の調査船「とくしま」の観測結果に基づく表面水温の等温線図および流向・流速図を

図 6－2,3 に示した。紀伊水道からのはき出しと考えられる 13～17℃の水温帯が,紀伊水道外域北部中

央付近および海部沿岸に認められた。一方,18～21℃の暖水帯は紀伊半島寄りの外城南部から北西方

向に舌状の張り出しとして認められた。また,4 月 19 日の沖合観測では,室戸岬南 12 マイル（沖合定

点 5）で東へ 1.1 ノット,22 マイル（沖合定点 6）で東へ 2.3 ノット,日和佐南 30 マイル（沖合定点

10）から 35 マイル（沖合定点 12）で東へ 2.0～2.8 ノットの流れを観測した。定点 6,12 の水帯は,

表面水温が 21℃台,200m 層の水温が 16℃台であることから黒潮本流の水帯と思われるが,珪藻類（リ

ゾソレニア）の大発生のために水色および透明度が著しく損なわれていた。 

 2）流れ藻の分布状況：モジャコ採集地点及び流れ藻の標識放流地点を図 6－1 および表 7－1 に示

した。4月 14 日に SSW～S 線で 1 ケ所,4 月 15 日に SSE～SE 線で 2 ケ所および 4 月 16 日に ESE～E 線

で 3 ケ所,合計 6 ケ所の流れ藻を発見した。流れ藻の発見箇所数を,調査船の走航 10 マイル当たりに

換算すると 0.24 ケ所となるが,この値は前年の 37％,過去 18年間（昭和 50年～平成 4年）の 33％と

著しく低い。流れ藻はいずれも単在であり,多くは褐色のホンダワラ属の海藻であった。また,潮目が

あっても浮遊物は見られなかった。 

  3）流れ藻の標識放流：表 7－1に示した通り,流れ藻に標識はがき（記号：平成 5.徳 NO.201～209）

9 枚を結び,図 6－1に示した採集地点にそれぞれ標識放流した。 

 4）モジャコの採捕状況：図 6－1に示した 6点ですくい網によるモジャコ採捕を試み,5地点でモジ

ャコを採集した。1 地点での最高採捕尾数は,No.1 における 25 尾（前年最高は 152 尾）,総採捕尾数

は 39 尾（前年は 457 尾）であった。モジャコの総採捕数は,前年の 9％,過去 18 年間平均（昭和 50年

～平成 4年）の 6％であった。また,1藻（一すくい）当たりの採集数は 3.3 尾と少なく,前年の 27％,

過去 18年の 19％の採集数であった。 

 5）モジャコの大きさ,採集魚の種組成：採集したモジャコの尾叉長および体重の頻度分布を図 6－

4,5 に示した。モジャコの尾叉長範囲は 25～80mm に及ぶが,モードは 25～35mm であった。また,体重
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は多くが 1g 未満であった。前年の調査結果では,尾叉長範囲が 17～117mm,平均 54.6mm,モードが 50

～55mmおよび65～70mmであったので,今年採集されたモジャコは前年に比較すると著しく小型であっ

た。 

採集された魚の種組成を表 7－2 に示した。種類数は 9 種で,採集個体数ではモジャコが最も多く,

全体の 64％を占め,次いでメバルであった。 

 

表 7－1 流れ藻標識放流データ  

 

 

   

図 6－1 航跡図およびモジャコ採集地点（1～6） 

   表 6－1 参照 
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図 6－2 表面水温の水平分布図 

 （1993 年 4 月 14～16 日測定） 

 

   

図 6－3 水深 5m層の流向,流速 

   （1993 年 4 月 14～16 日測定） 
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図 6－4 モジャコの尾叉長組成 

   （1993 年 4 月 14～16 日採集） 

 

   

図 6－5 モジャコの体重組成 

 （1993 年 4 月 14～16 日採集） 

 

表 7－2 抄網による魚種別採集個体数 
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6 情報交換事業 

 

小島 博・宮本孝則・濱 誠祐 

井元栄治・蛇目 勲・阿部久一 

楠本輝一・木下雅雄・乃一啓伺 

 

 

 

 本事業は南西海域の黒潮内側域における沿岸漁場に係る漁海況情報を,（社）漁業情報サービスセンタ

ー,水産研究所,各県水産試験場および漁業協同組合等と迅速に交換し,水産関係者に広報する事を目的

とするものである。その概要は次のとおりであった。 

 

調査方法 

調査期間：平成 5年 4～7月および平成 6年 2・3月の間に実施した。 

調査内容：（1）水温情報の収集と通報 

      （2）漁況情報の収集と通報 

      （3）週間漁海況情報の発行 

 

概   要 

 1）水温情報の収集と通報 

 県内 2漁協に協力漁船を依頼し,水温情報を漁協経由で収集すると共に,出漁船から徳島県牟岐漁業

無線局に寄せられた情報も併せて週 3回漁業情報サービスセンターへ FAX で通報した。 

 2）漁況情報の収集と通報 

 県内 8漁協から漁況情報を収集し,週 1回漁業情報サービスセンターへ FAX で通報した。 

 3）週間漁海況情報の発行 

 前述の調査結果や漁業情報サービスセンター発行の「南西東海沿岸海況速報」,「人工衛星利用沿

岸海況図」,海上保安庁水路部発行の「海洋速報」等の情報を元に「週間漁海況情報」を作成し,毎週

金曜日に関係漁協,機関および報道機関に広報した。 


